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船舶事故調査報告書 

 

                              平成２７年２月５日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗組員負傷 

発生日時 平成２６年７月２７日（日） １１時００分ごろ 

発生場所 青森県東北町浜台キャンプ場東方沖（小川原湖北西部） 

 青森県三沢市所在の陸奥塩釜灯台から真方位２８０°４.５海里付   

近 

 （概位 北緯４０°４９.１′ 東経１４１°１８.１′） 

事故調査の経過  平成２６年７月２８日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙台

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

水上オートバイ ＳＥＥ
シ ー

・ＤＯＯ
ド ゥ ー

 ヒラナイ、５トン未満 

 ２１２－９１０５青森、個人所有 

 ２.４５ｍ（Lr）×１.１２ｍ×０.４１ｍ、ＦＲＰ 

 ガソリン機関、６９.８７kＷ、平成９年６月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ３７歳 

 二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成６年８月２６日 

  免許証交付日 平成２６年４月７日 

         （平成３１年８月２５日まで有効） 

 死傷者等 重傷 １人（船長） 

 損傷 なし 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、右舷前方より波高約３０～４０cm

の波を受ける状況で、小川原湖北西部の出発場所である浜台キャンプ

場に戻ろうとして対水速力約４０km/h で左旋回中、波高約１ｍの波を

右舷正横に受けた。 

 船長は、本船が転覆するおそれがあると思い、左方に飛び込んだ

際、左足を負傷した。 

 船長は、付近で遊走していた水上オートバイの操縦者に救助されて

出発場所に戻り、救急車で青森県八戸市内の病院へ搬送され、左膝蓋

骨骨折と診断された。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 南西、風力 ４、視界 良好 

水象：波高 約３０～４０cm 

 その他の事項 船長は、小型船舶操縦士の免許を取得後、水上オートバイに乗船す
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 るようになり、３～４年前からは６～９月に平均して月に２回ほど、

乗船していた。 

本船は、波高約１ｍの波を受けるまで、大きな波を受けていなかっ

た。 

本事故発生場所の水深は、約１.２ｍであり、湖底には岩が点在し

ていた。 

船長は、本船から飛び込んだ後、湖底に立とうとしたところ、左膝

の負傷に気付いたが、どこにぶつけたのか記憶がなかった。 

船長は、緊急エンジン停止コードを腕に巻き付け、救命胴衣を着用

していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

不明 

あり 

 本船は、小川原湖の浜台キャンプ場東方沖で左旋回中、右舷正横に

波を受け、転覆するおそれがあると判断した船長が浅所に飛び込んだ

ことから、湖底の岩等に左膝が当たって負傷した可能性があると考え

られるが、負傷するに至った状況を明らかにすることはできなかっ

た。 

原因  本事故は、本船が、小川原湖の浜台キャンプ場東方沖で左旋回中、

右舷正横に波を受け、転覆するおそれがあると判断した船長が浅所に

飛び込んだため、湖底の岩等に左膝が当たったことにより発生した可

能性があると考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・遊走する水域の状況を十分に確認すること。 

 


